



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の挑戦－地球社会の調和ある共存に向けて (第11回) 「翔






















































窓にちなんで WINDOW という標語を掲げました。この WINDOW というのは、最初の
W が Wild and Wise、タフで賢い学生をみんなで共同して育てていきましょうというこ
と、I は International and Innovative、N は Natural and Noble、D は Diversity and 
Dynamic、O は Originality and Optimism、最後は Women and Wish です。まさに
その標語を常に実施していただいているのが、この附置研究所・研究センターの研究者で
あると思っております。
　この連携基盤は、平成 27 年４月に結成されました。本日は、この研究連携基盤の研究の
一端も紹介させていただこうと思っております。午前の講演として、生存圏研究所からオ
ーロラ研究、防災研究所から乾燥地の気象学、原子炉実験所から福島を見守る「目」、午後
はｉＰＳ細胞研究所よりＲＮＡがスイッチになるお話、人文科学研究所より江戸時代の古
文書研究、そして野生動物研究センターより、アマゾンのフィールド研究のお話をしてい
ただく予定でございます。
　本シンポジウムの目的は、次の世を明るくするために、京都大学の研究者が語りかける
ということです。「翔ぶ、京大」、飛び立ってもらって、帰ってこなかったら困るんですけども、
まさに世界に羽ばたく京大ということで、最先端の研究を紹介していただこうと思ってお
ります。我々研究者は、どちらかというと研究の世界の中に閉じこもりがちなんですけれ
ども、そうではなくて、社会に対するリスペクトを持って、この地球という大地を希望の
地にできると信じて研究を実施してしようとしております。まさに、その姿をご覧いただけ
ればと思います。
　とりわけ、本日は多くの高校生の諸君もご来場いただきました。次の世代を担う高校生
諸君にとって、本日の発表が、これからの自分たちの道を考える際に大きな参考になって
くれればというふうに思っております。ぜひ、この「翔ぶ、京大」に耳を傾けていただき
たいと思います。本日は、ご来場どうもありがとうございました。
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